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地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和31年　法律第162号)

　第26条第１項の規定に基づき、令和4年度に川西町教育委員会が実施した教育に関する事務
の管理及び執行状況の点検及び評価の結果について報告します。

令和7年1月24日

川西町教育委員会

教育長　橋　本　宗　和

《地方教育行政の組織及び運営に関する法律条文(抜粋)》

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第26条　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第1項の規定により教育長に
　委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第4項の規定により事務局職員
　等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を
　行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなけれ
　ばならない。
２　教育委員会は、前項の点検評価を行うに当たっては、教育に関し、学識経験を有する者
　の知見の活用を図るものとする。
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令和5年度事務事業評価対象事業

教育総務課

番 号 事 業 名

教総　5-1　号 人権学習（川西小学校）

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教総　5-2　号 要保護・準要保護児童生徒就学援助費及び特別支援教育就学奨励費

判定及び事業の方向性 Ａ　現状のまま継続する

教総　5-3　号 能楽体験活動(川西小学校)

判定及び事業の方向性 A　現状のまま継続する

教総　5-4　号 子どもと親の心の相談員配置事業(川西小学校)

判定及び事業の方向性 Ａ　現状のまま継続する

教総　5-5　号 特別支援教育支援員配置事業(川西小学校)

判定及び事業の方向性 Ａ　さらに重点化する

教総　5-6　号 学校地域パートナーシップ事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　さらに重点化する

教総　5-7　号 小学校少人数学級編制町費講師加配事業

判定及び事業の方向性 Ａ　さらに重点化する

教総　5-8　号 特別支援教育支援員配置事業（川西幼稚園）

判定及び事業の方向性 Ａ　現状のまま継続する

教総　5-9　号 小学校新入学児童制服等支給事業

判定及び事業の方向性 Ａ　現状のまま継続する
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1 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 5 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 人権学習（川西小学校） 施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 人権教育の充実 係 名

事業の目的

　差別を正しく認識し、身のまわりの不合理・矛盾を正していく力をつける。
　障害を正しく理解し、合理的配慮ができる児童の育成をめざす。

事業の内容

　川西小学校で人権学習を実施する。
　学期ごとに実施する「なかま集会」や毎月の「人権を確かめ合う日」の取組において、
「いじめ」について考える・平和について考える・多文化共生の豊かさを認め合う・障害
を正しく理解する、などのねらいをもって実施する。人権作文の発表会等を行う。

事業の対象 川西小学校児童

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 5 10 40 

内一般財源 （千円） 5 10 40 

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 5 10 40 

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

川西小 （人） 395 388 388

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　年間3回の「なかま集会」を実施した。6月は絵本を通じてアンガーマネジメントについ
て、12月は6年生が修学旅行で学んだ反戦・平和について、3月は「ふわふわ言葉とちく
ちく言葉」について全校児童で考えた。
　また、毎月11日の人権を確かめ合う日には人権をテーマとした絵本の読み聞かせや、
「くらしをみつめる子ら」に掲載されている作品を紹介し、人権意識をはぐくんでいった。

学識経験者
意 見

　高学年の子どもが低学年の子どもに絵本の読み聞かせを行った取り組みは、とても良
い。大人が伝えることと子どもが伝えることは、効果が違う。ぜひ、継続して取り組んでほ
しい。
　また、教師が教え込むような授業ではなく、子どもが協働して学ぶ手法を取り入れた人
権学習に取り組んでほしい。人権学習は、教材づくりや教職員研修のための費用がか
かるので、予算措置をお願いしたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　子どもたちが導入しやすいテーマや内容を意識したり、子ども自身が学び、また、子ど
も同士で高め合う人権学習ができることを考えながら、仕掛けや計画を考えていきた
い。

施策等への
反 映 方 針

　時代に即した指導や学習を行い、さまざまな人権課題を自分事として学ぶ機会が途
切れることのないよう意識して指導する。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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2 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 5 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名
要保護・準要保護児童・生徒就学援助費
及び特別支援教育就学奨励費 施 設 名

総合計画の政策目標名 援護策の推進 係 名

事業の目的

　要保護、準要保護、特別支援教育の対象となる児童が、容易に就学できるよう一定の
基準により経済的援護を行う。

事業の内容

　就学に必要となる学用品費、通学用品費、校外活動費、修学旅行費及び学校給食
費等を一定の基準により各学期末に支給する。
　平成２９年度より、修学旅行費の全額支給、新入生への新入学児童学用品費の入学
前（3月）支給、平成30年度からは、受給者の利便性・プライバシー配慮と事務負担の
軽減のため、口座振込により支給している。

事業の対象 川西小学校に在籍する児童の保護者

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 4,191 4,001 5,790

内一般財源 （千円） 3,981 3,725 5,205

内補助金等 （千円） 210 276 585

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 4,191 4,001 5,790

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

援助費及び奨励費支給

就学援助費 (人・千円) 要 2 名 51 要 0 名 0 要 3 名 90 

就学奨励費 (人・千円) 準 40 名 3,769 準 35 名 3,449 準 30 名 4,618 

特別 10 名 371 特別 14 名 552 特別 16 名 1,082 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　就学援助費及び就学奨励費については、文教部門における「セーフティーネット」の
一翼を担うものであり、今後も国庫補助事業及び町単独事業として継続するべきもので
あると考える。令和元年度、生活保護基準の見直しにあわせ、就学援助の認定基準を
見直し他市町村並みに範囲を拡充した。また、令和３年度からはオンライン通信費にも
支給を実施している。令和６年度に発生する生活保護基準の見直しにも対応し、引き
続き滞りない援助を目指す。

学識経験者
意 見

　物価高で家計が苦しいところが増えている。家庭状況をしっかりとつかみながら、継続
して取り組んでほしい。
　また貧困であるがゆえに、十分な食事が与えられなかったり、児童の学びに遅延が生
じることは、忍び難いことである。今後も漏れ落ちのないように、質の高い事業を行って
ほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　子どもたちの学びを止めないよう、保護者と児童が安心して学んでいけるよう、引き続
き事業を継続する。

施策等への
反 映 方 針

　制度改正に柔軟に対応し、必要に応じて適切な支給事務を続けるよう実施していく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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3 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 5 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 能楽体験活動（川西小学校） 施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 文化財を守り伝える 係 名

事業の目的

　実際に能楽を体験することで、本町の伝統芸能である能を身近に感じ、能や川西町
を大切にする気持ちを養い、個性豊かな文化の創造に努める児童を育成する。

事業の内容

　観世流の能の先生から指導を受ける。
　４年生全員が「能」の謡、仕舞、小鼓、太鼓をそれぞれ体験し、各役割別に分かれて
能「玄象」を演じる。また、最後に授業参観や６年生を送る会等で発表する。
　４年生「能に親しもう」(２学期・３学期)　「能」体験学習(総合学習)

事業の対象 川西小学校4年生

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 600 600 600

内一般財源 （千円） 600 600 600

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 600 600 600

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

川西小4年生 (人) 67 70 68

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

9



Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　町の伝統芸能である「能」について、第4学年で体験学習を行っている。能楽師の先
生を講師に招き、地域の伝統文化への理解や関心を深め、地域の一員としての意識の
醸成を図っている。

学識経験者
意 見

　特色ある学校づくりとして、大切にしてもらいたい事業である。児童の能を披露する機
会を新たに設けるなど、町と教育委員会がアイデアを出し合って、能誕生の地かつ結
崎座のアピールに取り組んでほしい。
　また、能を学んだ子どもたちが、卒業後に興味関心を持ち続けているのかを調査して
ほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　能の体験を通して能への理解を深めるとともに、地域文化の良さを発信していく力を
もった人材の育成に向けて取り組んでいく。

施策等への
反 映 方 針

　地域の伝統文化への理解を深める機会として学校の取り組みで重要な位置づけを行
い、今後も継続的に取り組んでいく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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4 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 5 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 子どもと親の心の相談員配置事業（川西小学校） 施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 生きる力を育む教育の推進 係 名

事業の目的

　いじめ・不登校等の早期発見・早期対応や未然防止のため相談員を配置し、生きる
力を育む教育の推進を行う。

事業の内容

　不登校等の早期発見・早期対応や未然防止を図るため、小学校に「子どもと親の心の
相談員」を配置し、支援や調査研究を行う。相談員は、家庭訪問・登校支援・学習支
援・心の相談・保護者に対するサポート等を行う。
　川西町の単独事業で行っている。

事業の対象 小学校児童とその保護者に対し、相談員１名の活動

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 1,705 1,812 2,525

内一般財源 （千円） 1,705 1,812 2,525

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 1,705 1,812 2,525

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

配置相談員 (人） 小学校 1 小学校 1 小学校 1 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　教室に入りにくい児童の支援や不登校の子どもへの支援を行う中で、まずは児童の
登校を促すとともに、相談員が保護者や学級担任と連携しながら学校になじむ環境を
つくっていく。また、月1回の進路保障委員会に出席し、それぞれの子どもの様子や支
援方針を検討し、共通理解を図っている。いじめ問題についても、早期発見・未然防止
を図っていくとともに、いじめ防止基本方針にのっとり適切に指導する。

学識経験者
意 見

　「もはや課題のない子どもはいない」と言われるように、子どもや親の置かれている状
況は、厳しさを増している。相談員は、両者の置かれている状況を把握し、不安に寄り
添いながら支援するとても大きな役割を果たしている。
　また、学校側にとっても無くてはならない存在であるため、継続して取り組んでほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　不登校支援の需要が高まる中で、相談員の果たす役割はますます重要になってきて
おり、今後も児童・保護者の思いに寄り添い、個々の状況に応じたきめ細やかな支援を
行っていくための体制づくりを進めていく。

施策等への
反 映 方 針

　学級担任及び関係機関との連携をより密にしながら、多様化するニーズに対応し、
より充実したサポートができるよう努めていく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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5 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 5 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 特別支援教育支援員配置事業（川西小学校） 施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 生きる力を育む教育の推進 係 名

事業の目的

　障害のある児童の自立や社会参加に向けた、主体的な取り組みを支援するという視
点に立ち、児童の一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学
習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う。

事業の内容

　軽度発達障害等の児童への支援　・　通常学級での支援児童への補助を川西町の
単独事業で行っている。

事業の対象 生活上や学習指導上の支援を必要とする川西小学校の児童

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 3,069 4,610 10,731

内一般財源 （千円） 3,069 4,610 10,731

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 3,069 4,610 10,731

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

支援員 （人） 5 8 8

特別支援学級児童数 （人） 32 26 32

通級指導教室 （人） 18 15 16

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　発達障害に対する支援を中心に、いわゆるグレーゾーンと言われる児童へも、個々に
応じた支援を行うことで成果があがっている。令和2年度からは通級指導教室も開設し、
よりきめ細やかな指導に取り組んでいる。支援を必要とする児童は今後も増加が見込ま
れることから、引き続き特別支援教育の充実とともに子どもたちを支援していく必要があ
る。

学識経験者
意 見

　支援を必要とする児童の個性を伸ばし、自己実現を叶えることや、多様性が重視され
る学校を実現させることにおいて、無くてはならない事業である。教育委員会として支援
員の配置に、引き続き、前向きに取り組んでもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　何らかの支援を必要とする児童の増加や支援内容が多様化する中、特別支援教育
支援員配置事業の重要性も増しており、児童一人ひとりの状況に応じた支援を行える
体制づくりを継続して行っていく。

施策等への
反 映 方 針

　支援を必要とする児童が、何に困っていてどのような支援を必要としているのかを
丁寧に汲み取りながら、その持てる力を生かし高めていけるよう、学習活動における支
援の充実に引き続き取り組んでいく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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6 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 5 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 学校地域パートナーシップ事業 施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 生涯学習の推進(地域連携) 係 名

事業の目的

　地域と共にある学校づくり「連携・協力」から「参画・協働」のもと、学校運営に保護者・
地域が「参画」し、教職員・保護者・地域住民が「協働」して、子どもたちの課題解決を図
ることを目的とする。「地域教育力」を向上させる。

事業の内容

　・　学校登下校見守り活動（社会教育）
　・　学校ボランティアの活用
　・　地域歴史グループによる、校区探検学習による現地講師
　・　行政職員の協力による、様々な体験活動（防災訓練、子ども議会）
　・　放課後子ども学習会の開講

事業の対象 川西小学校1年～6年

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 348 354 401

内一般財源 （千円） 116 118 134

内補助金等 （千円） 232 236 267

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 348 354 401

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

全校生 （人） 395 388 388

学習会参加児童 (人） 677 - -

申込　　39　　 申込　　４１ 申込　32

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　学校教育活動における地域人材の活用が進む中で、本年度についても昨年度に引
き続き、多くの住民の方の協力を得て、放課後子ども学習会をはじめ園芸美化活動・図
書館活動を継続して事業を実施することができた。次年度以降、コミュニティスクールの
立ち上げに向けてより重点化して取り組んでいく必要がある。

学識経験者
意 見

　地域住民の学校教育活動への参画は、地域と学校の距離を縮め、地域の人たちが
川西小学校と児童を「自分たちの学校・自分たちの子どもたち」と意識する要因となる。
　また、子どもたちは、幅広い年齢層の大人と接することにより、豊かな将来展望を獲得
していく。今後もこの事業は発展的に展開してもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　地域コーディネーターとともに学校と地域の関わりがより活発化するように取り組みを
進めていく。

施策等への
反 映 方 針

　学校だけでなく、地域住民もともに子どもたちの成長を楽しみに感じられるような地域
にひらかれた学校づくりに取り組んでいく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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7 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 5 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名
小学校少人数学級編制
町費講師加配事業

施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 生きる力を育む教育の推進 係 名

事業の目的

　県教育委員会が定めた、公立小・中学校の学級編制基準並びに教職員定数の配当
基準とは別に少人数によるきめ細かな教育を行うため、川西小学校において実施する
少人数学級編制について、町費講師を配置し子どもたちの確かな学力や円滑な学校
生活の定着を図る。

事業の内容

　川西小学校低学年（1,2年）の1学級の人数が30人を超える場合や、その他特別事情
のある学年等について、予算の範囲内で町費講師を配置する。
 平成28年度より、副担任制度を試行的に導入した。

事業の対象 川西小学校低学年（１，２年）

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 4,705 5,112 6,488

内一般財源 （千円） 4,705 5,112 6,488

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 4,705 5,112 6,488

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

町費講師 (人）

副担任 (人） 2 2 2

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　発達障害と思われる児童、家庭生活のしんどさからくる荒れ、自尊感情の低さから学
習意欲が低下していると思われる児童が多くなる中で、授業や生活面において特別に
支援を行い、きめ細やかな対応ができる教育環境を整備するため、１年生において副
担任制度を実施し、複数の目で指導することができた。

学識経験者
意 見

　少人数学級学級編成は、生活面、学習面ともに児童にきめ細やかな教育や支援の提
供を実現している。
　また、教職員の過剰な負担を軽減し、より質の高い教育内容の創造を促すことにな
る。ぜひ、継続してもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　本事業は、児童一人ひとりに寄り添ったきめ細やかな指導の充実に寄与しており、今
後も引き続き低学年における学びの体制の充実を図り、より高い教育レベルを維持でき
るよう取り組んでいく。

施策等への
反 映 方 針

　個々の児童にあった最適な学びを実現できる指導体制の維持に継続して取り組んで
いく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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8 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 5 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名 特別支援教育支援員配置事業（川西幼稚園） 施 設 名 川西幼稚園

総合計画の政策目標名 生きる力を育む教育の推進 係 名

事業の目的

　障害のある園児の自立や社会参加に向けた、主体的な取組を支援するという視点に
立ち、子どもの持てる力を高め、生活や体験上の困難を克服するため園内での適切な
指導及び必要な支援を行う。

事業の内容

　軽度発達障害等の園児への支援、保育室内での支援児への補助。

事業の対象 生活上や学習指導上の支援を必要とする園児

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 5,805 6,034 7,040

内一般財源 （千円） 5,481 6,034 7,040

内補助金等 （千円） 324

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 5,805 6,034 7,040

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

特別支援教育支援員 (人） 3 3 5

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　個々に応じた支援をすることで成果が出ている。今後も支援を必要とする児童が増加
する傾向にあり、特別支援教育の充実とともに、子どもたちを支援していく必要がある。

学識経験者
意 見

　インクルーシブな保育現場の創造が提案されて数年になる。発達しょうがいを抱える
園児など、多様な園児を受け入れることができる保育が求められている。この事業は、
発達しょうがいを抱える園児に、きめ細やかな保育や支援を提供するうえで無くてはな
らないものである。今後もこの事業を継続してもらいたい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　何らかの支援を必要とする児童の増加や支援内容が多様化する中、特別支援教育
支援員配置事業の重要性も増しており、児童一人ひとりの状況に応じた支援を行える
体制づくりを継続して行っていく。

施策等への
反 映 方 針

　発達障害等を抱える児童が、持てる力を十分に生かすことができるとともに、日常生
活における困難を軽減できるよう、一人ひとりにあった適切な支援を今後も継続して
行っていく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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9 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 総 5 - 担 当 課 名 教育総務課

事 務 事 業 名
小学校新入学児童制服等購入
費助成事業

施 設 名 川西小学校

総合計画の政策目標名 援護策の推進 係 名

事業の目的

　川西町立小学校(二階堂小学校委託児童を含む)へ新入学する児童の保護者に対
し、入学時もしくは在学中一度に限り制服等購入費を助成することにより、児童の保護
者の負担軽減を図る。

事業の内容

　川西小学校並びに二階堂小学校に新たに入学する児童の保護者に対し制服購入費
を助成する。

事業の対象 新小学１年

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 760 909 952 

内一般財源 （千円） 760 909 952 

内補助金等 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 760 909 952 

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

川西小学校 （人） 48 58 53

二階堂小学校 （人） 2 2 0

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

増加 横ばい 減少 かなり減少

十分寄与する 概ね寄与する 余り寄与していない 出来ていない

十分出来ている 出来ている 余り出来ていない 出来ていない

十分出来ている 出来ている 余り出来ていない 出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　就学を迎える児童の制服は、保護者がほぼ必ず用意するものであり、入学時もしくは
在学中一度に限り制服購入費を助成する本事業は、経済的負担を軽減する上で大きく
寄与するものと考えている。
　あわせて、地場産業である貝釦を身に付けることは、保護者を含め地域をよく知り、地
域への愛着を高める効果が期待できる。

学識経験者
意 見

　この事業は、保護者の経済的負担を軽減する上で粋な計らいとなっている。是非、継
続をお願いしたい。そして、さらに中学校と高校の入学時についても制服購入費用の
助成を検討していただきたい。まずは、要保護家庭、準用保護家庭に限って実施して
はどうか。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　本町独自の取り組みであり、今後も保護者の意見やニーズの把握に努めつつ継続し
て実施していく。

施策等への
反 映 方 針

　引き続き保護者の経済的な負担の軽減と子育て支援の充実に取り組んでいく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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令和5年度事務事業評価対象事業

社会教育課

番 号 事 業 名

教社　5-1　号 子ども会連合会活動支援事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　5-2　号 文化協会支援事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　5-3　号 高齢者教室

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　5-4　号 青少年健全育成事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　5-5　号 人権教育推進市町村事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　5-6　号 芸術文化振興事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　5-7　号 川西文化祭

判定及び事業の方向性 A　さらに重点化する

教社　5-8　号 文化財保存事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　5-9　号 島の山古墳史跡公園化事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　5-10　号 二十歳のつどい

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社　5-11　号 子育て支援事業（家庭教育学級）

判定及び事業の方向性 A　現状のまま継続する

教社　5-12　号 成人講座事業

判定及び事業の方向性 C　見直しのうえ検討する
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1 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 子ども会連合会活動支援事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 教育の充実と青少年の健全育成 係 名 生涯学習係

事業の目的

　各自治会等の子ども会の集まりである、子ども会連合会の事業を支援する。

事業の内容

　各自治会等で結成されている子ども会の連合体である子ども会連合会の活動を、支
援する。予算的な措置としては、子ども会連合会への補助金の支出である。他に、子ど
も会連合会行事(フリスビードッジボール大会、合同クリスマス会)の準備・進行、支部長
会の開催、安全会関連の事務等を行っている。
　毎年行事として定着してきた事業については、定着してきた反面、少子化の表れ（特
に２～３支部の子ども会加入者減少）見直しが課題。

事業の対象 町内の単位子ども会の連合会組織活動

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 263 300 300

内一般財源 （千円） 263 300 300

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 263 300 300

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

安全会加入者 （人） 396 377 350

内子ども加入者 （人） 208 197 180

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　川西町子ども会連合会活動として、６月にフリスビードッチとボッチャ種目にてスポー
ツ交流会を行い、６５名の参加。
　１月の合同交流会事業については、町子連支部長（役員）の企画により、「冬のおまつ
り～縁日～」を役員の手作りで行事を行い、２５４名の参加。
　各子ども会単位においても、交流事業、地域清掃活動や廃品回収事業等行われまし
た。

学識経験者
意 見

　子ども会への加入者の減少や子ども会の自治会がある中で、子ども会が無い地域の
子どもが参加できる取り組みで良いと思う。今後も参加者が多いスポーツ交流会や冬の
おまつりに、子ども会のない自治会の子どもが参加できるよう配慮して取り組みを継続し
てほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　各支部役員（支部長）が中心となり、イベントの立案・計画を行い、子ども会会員以外
でも楽しめるイベントつくりを考え、登録者数の増加を進めていく。

施策等への
反 映 方 針

　今後も、子どもと大人がともに楽しめる団体として、発展に進めていく。また子どもの財
産は時間であり、それを意識した取り組みを進めていく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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2 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 文化協会支援事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 生涯学習の推進 係 名 生涯学習係

事業の目的

　生涯学習を通じて学ぶ喜びと限りない希望を持ち、川西町の文化の発展に努めるとと
もに会員相互の親睦を図る。

事業の内容

　生涯学習推進の一躍を担う文化協会活動に対して、補助金を支出し、運営などにつ
いて支援する。

事業の対象 　町民

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 250 250 250

内一般財源 （千円） 250 250 250

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 250 250 250

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

加入者数 （人） 343 334 371

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　コロナ禍の影響により会員が未だ減少傾向。しかしながら、新規団体の加入や、団体
独自の取り組みは活発化(前年比+2件)の傾向にあり、今後の会員増へ期待が持てる。
また、コロナ禍以降の初めての文化祭の通常運営での開催もあり、さらに町内での文化
的発展に寄与するものと考える。

学識経験者
意 見

　会員は減っているが、きちんと活動していただいている。会員の募集について、自治
会に協力を依頼して、現会員の声を反映した活動内容のチラシまたは広報で周知を図
ると良いのではないか。
　文化祭での取り組みは、本町の規模から考えると、とても充実していると思う。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　文化協会クラブ案内の作成に取り組んでおり、会員も減少だけでなく、クラブによって
は、増加しているクラブがあるので、一定以上の効果は出ている。
　会員はもちろんだが、新たなクラブが増えることを目指していく。

施策等への
反 映 方 針

　ニーズのある内容を調査し体験教室などを開催し会員獲得のための事業を行ってい
く。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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3 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 高齢者教室 施 設 名

総合計画の政策目標名 多様な学習機会・情報の提供 係 名 生涯学習係

事業の目的

　高齢化が進む現代社会において、自立し社会への進出が容易にできるよう、活動の
場を提供することによって、高齢者相互の交流を深め充実した生活と生きがいを見出す
とともに、健康の増進をはかる。

事業の内容

年間５回開催。講演・社会見学等を行う。（別に１１月に演芸大会も開催）
５月開講式（講演会）　６月社会見学　７月町民集会　１０月講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２月閉講式（講演会）

事業の対象 一般住民

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 0 810 1,239

内一般財源 （千円） 0 440 549

内受益者負担 （千円） 0 370 690

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 0 1,139

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

高齢者（延べ数） （人） 44 263 300

教室登録者 （人） 190 181 180

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

令和５年度、年間５回の講演会、高齢者向け交通ルール教室や社会見学を実施。　　　　　　　　　　　　　
５月：「健康運動」講演会　参加者５８名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6月：社会見学　参加者７４名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
７月：町民集会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
10月：交通ルール教室　参加者５９名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３月：認知症予防講座　参加者７２名

学識経験者
意 見

　多くの方が参加していると思うが、高齢者全体の人数に対して、少ないように思う。参
加率が低い自治会に、重点的な呼びかけることを検討してはどうか。特に男性は参加し
ていない傾向があるように感じる。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　コロナ感染症拡大後、参加者が減少傾向にあるが、多くのシニアの方が参加していた
だけるよう、講演会の内容だけではなく、生きがいを見いだせる教室を計画していく。

施策等への
反 映 方 針

　シニアの交流場所として、楽しめる行事として続けていく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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4 号

（千円）

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 青少年健全育成事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 青少年の健全育成 係 名 生涯学習係

事業の目的

　学校・家庭及び地域社会が連携を密にして、青少年を心豊かで人や郷土すべてに思
いやりを持てるように、また自発的に奉仕活動等に参加できる子どもを育成し、活力ある
町づくり・地域社会づくりをめざす。

事業の内容

　１．青少年健全育成事業：地域ぐるみで、子どもたちの安全を見守り、防犯や子どもた
ちの健全育成を図る。
　２．世代間交流活動：子ども囲碁教室生と老人クラブとが対局を通して、子どもと高齢
者とのふれあいの場を提供し、交流を深める。(令和2年度は実施できず)
　３．児童音楽講座：幼・小・中学生を対象に音楽をとおして、年齢差を越えた仲間づく
りをすることで「こころ」のふれあいを図る。

事業の対象 青少年全体

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 1,191 1,274 2,080

内一般財源 （千円） 787 872 1,657

補助金＋負担金 （千円） 404 402 423

人件費　②

総コスト①＋② 1,191 1,274 2,080

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

講座受講者 （人） 84 78 52

見守り隊登録 （人） 315 274 246

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　子どもの講座において、子どもフェスティバルを開催した際、子ども和太鼓講座の卒
業生からなる和太鼓チーム「結」に登場していただいた。このチームの存在に対して県
の地域パートナーシップ補助金の担当者からも注目をかねてから受けている。
加えて敬老会の慰問を合唱団が行う等社会的に意義のある活動も並行して行ってい
る。
　また、講師の皆様も非常に大きな意欲をもって子どもたちを指導されている。その影響
もあって継続受講も多い。
　しかしながら、昨年度に和太鼓の講師から将来的に講座を縮小していきたいという申
し出があり、令和6年度から縮小することになる。主な理由は講師の人数の減少や講師
の高齢化によるもの。これを受けて小学生は33回から22回へ、中学生以上はクラブ化
することになる。
　平成26年度より開講した能楽講座であるが、令和元年度からは小学校において夏季
集中講座を行い、5年度の夏季は９名の参加があり、そのうち6名が生國魂神社の舞台
に立った。これまで講座受講生は全員舞台に立っていたが、それが出来なかった子供
が3名いた。また今年度は小学校の研究大会においても発表の場があり、これのみに出
場する子もいた、また夏季に舞台に出れなかった子供はこちらには出場した。
　囲碁による世代間交流は、相手になる囲碁教室の子供がコロナ禍を経て人数が減少
しており、若干老人クラブと人数のミスマッチが起きていた。これからの回復が期待され
る。
　見守り隊については意見交換会を開催したところ、どこの隊も高齢化と新規加入者の
取り込みに苦労していた。

学識経験者
意 見

　高齢化で年々、人数が減っている。定年を迎えていても60代半ばまで仕事をしている
人が増えており、世代間交流ができなくなっている。しかし、指導し続けている人の質は
高いように思う。
　今後は、人数での評価でではなく、質を重視した評価指標に変更してほしい。人数は
少なくなっているが、良い取り組みであると感じている。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　見守り活動については、高齢化に対して有効な方策を打ち出していかなければいけ
ないと考える。

施策等への
反 映 方 針

　青少年の講座は老人会への慰問等の取り組みについて指標に入れていきたいと思
う。見守り隊は内外にアピールしていき、少しでも多くの会員が増えるようにしたい。近
年の減少傾向を止めていきたい。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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5 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 人権教育推進市町村事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 人権教育の充実 係 名 生涯学習係

事業の目的

◎人権を大切にし、「命」を大事にするやさしさとぬくもりのあるまちづくり
◎共生を基本とし、あらゆる人権侵害・人権課題の解決につながる活動
◎21世紀は人権の世紀、人権文化の進化と拡張

事業の内容

①「人権尊重のまちづくり」にむけて…地域にある人権課題を熟考・解決するために、
人権教育地区別懇談会を進める。
②さまざまな人権課題についての学習について…人権教育研修講座や差別をなくす
町民集会、「人・愛・ふれあいのつどい」の企画運営を行う。また、県や全国の研究会や
研修会に積極的に参加する。
③人権教育推進に向けた「つながり」について…各種団体・組織との連携を密に図る。

事業の対象 一般住民

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 816 816 816

内一般財源 （千円） 816 816 816

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 816 816 816

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

いきがいセミナー （人） 5 5 5

地区別懇談会 （人） 232 290 300

人権教育指導者養成事業 （人） 278 345 360

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　人権尊重のまちづくりを目標に、テーマ別研修会や2回の展示会（人権ポスター展、
反戦平和展）を計画的に行えた。また、差別を考える町民集会（7月）や「人・愛・ふれあ
いのつどい」（12月）の認知度も高い。7月と12月が、人権月間や人権週間であることを
意識しながら、テーマや催しを企画・運営していきたい。人権地区別懇談会は、19自治
会345人の参加でコロナ感染時期の落ち込みから増加傾向に推移した。今後も自治会
長とよく相談をして地区別懇談会を有意義な取り組みにしていきたい。

学識経験者
意 見

　講座の講師料が低いように感じている。他の講師謝金の相場を確認し、予算の検討を
進めてほしい。
　人権尊重のまちづくりに大事なのは、地区別懇談会である。地区別懇談会の多くがビ
デオを活用しているが、ぜひ、身近なテーマを取り上げた内容にも取り組んでほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　地区別懇談会のテーマについて、事務局からの提案内容に差別問題以外の視点も
取り入れる様に検討していく。
　実際の開催内容については各自治会の対応となるため、総会等自治会長が出席され
る会議等で提案や働きかけを行っていく。
　予算確保については、引き続き財政部局働きかける。

施策等への
反 映 方 針

　昨年度に引き続き、地区別懇談会の取り組み方について、実施内容案（モデルケー
ス）の作成や他自治会の取り組みを紹介するなどして、各自治会の取り組みの活性化
を支援してくよう検討していく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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6 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 芸術文化振興事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 地域文化の創造 係 名 生涯学習係

事業の目的

地域の文化活動の種を掘り起こし、育て、芸術文化としての成長を促進していきます。
住民が参加できる事業を中心に実施し、文化芸術に触れる機会を創出します。

事業の内容

　公募により、住民や町関係者が参加できるワークショップや演奏会を開催します。ま
た、町の伝統芸能である「能楽」も実施します。

事業の対象 一般住民

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 4,534 5,496 8,518

内一般財源 （千円） 3,143 4,354 6,718

内補助金・入場料 （千円） 1,391 1,142 1,800

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 4,534 5,496 8,518

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

入場者数 （人） 740 841 1,000

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

令和5年度は結崎能の開催された年度で、200人の動員が得られた。令和3年度の動員が140人
だったので、動員数の増加がみられた。いわゆる「義経物」として人気の高い演目であったことが
ある程度功を奏した形といえる。とはいえキャパに対しては50％を少し超えたに過ぎないので、動
員数の増加については今後とも継続して考えていきたい。
文化振興事業で新規自主事業として「川西の森」を開催しました。町にゆかりのあるピアノを演奏
される方々を募集し、発表の場を提供しました。演奏者35名、来場者300名と反響の大きいイベン
トとなりました。今後も継続的に開催したいと思います。

学識経験者
意 見

　川西の森で行われたピアノ演奏の発表会は大変良かった。スタインウェイのピアノを
弾くことができる貴重な機会になったと思う。ぜひ、ピアノによるPR活動を続けていって
ほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　鑑賞型事業から参加型の事業を検討して開催していくことで、コスモスホールで行わ
れるイベントに触れていただく機会が増えている。今後も気軽に文化に触れ、親しむ機
会を創出する。

施策等への
反 映 方 針

　文化事業において、広報活動に課題が見えている。
　能楽やホール資源を有効活用し、町に根差した事業を企画し、町民に親しんでもらえ
えるように工夫し取り組んでいく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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7 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 川西文化祭 施 設 名

総合計画の政策目標名 地域文化の創造 係 名 生涯学習係

事業の目的

　文化・芸術・芸能活動をしている川西町に関わる団体等がその成果を発表できる場を
提供することにより、地域住民の文化等への関心と興味を深めるとともに、活動団体等
にあっては学習意欲の向上とスキルアップを促進する。

事業の内容

　文化協会各クラブだけでなく、地域住民の発表や展示作品も募集し、地域の文化創
造の向上を図る。

事業の対象 住民

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 779 1,595 1,609

内一般財源 （千円） 779 1,595 1,609

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 779 1,594 1,609

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

来場者数 （人） 1,000 1,000 1,000 

開催期間 （日） 2 2 2 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　コロナ禍から通常開催へと移行した年となりました。
　事前に文化協会の会員団体にアンケートを実施し、参加者の有無を確認しました。文
化協会の参加者は例年より少なくなりましたが、新たに一般参加者が増加し、町民の文
化祭参加が新たな形で実現した年となりました。

学識経験者
意 見

　人口規模から考えると大きな事業で、非常に良く取り組んでいただいている。昨年度と
比較して内容が充実していると感じる。
　コロナ禍前と比べて同じようにならないのは当たり前であり、主催者の町の関係者は大
変な想いをしていると思う。さらに重点化して取り組んでほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　一般参加も増加しており、文化祭という日ごろの成果を発表する場があり、協会員や
町住民の交流憩いの場となっていることから今後も開催することが望ましい。　

施策等への
反 映 方 針

　日ごろの成果を発表する場は、大切であるため、内容を工夫し企画する。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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8 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 文化財保存事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 魅力ある歴史環境の未来への継承 係 名 生涯学習係

事業の目的

　文化財の保存・管理・公開を行う。

事業の内容

　町指定文化財の調査、指定文化財保存団体への補助及び支援
　白米寺・富貴寺管理団体への補助
　保存事業に対する補助
　未指定文化財に対する事業への補助

事業の対象 文化財所有者・管理者・町内外の住民

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 2,402 356 649

内一般財源 （千円） 2,402 356 634

町史売上金 （千円） 0 0 15

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 2,402 356 649

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

文化財管理補助 (千円） 130 130 130

文化遺産への補助 (千円） 36 170 195

文化財周辺整備 (千円） 2000 0 0

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

今年度は劣化の進んでいた説明版の更新を行った。今年度は1枚のみだが、これから
増えていくものと思われるので、予算を確保して更新していきたい。
また、寺川沿いの地蔵の祠について修繕の補助を行った。この面についてもこれから増
えていくものと思われるので、準備をしていきたい。

学識経験者
意 見

　文化財は、手入れをしないと維持していけないため、非常に重要な取り組みである。
今後、修繕が増えてくることが予想されるので、継続的に修繕を進めていってほしい。
　またパンフレットや広報などで情報発信をしてもらっているが、興味のある方にしか伝
わっていないかもしれない。しかし、この努力が優れた文化財保護につながると思って
いる。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　令和2年度作成のパンフレットは、よくできているので、内外に積極的に配布したい。
令和6年度には能のマンガを作成するので、これも加えてアピールしていきたい。

施策等への
反 映 方 針

　川西町の国指定文化財は数量としては少ないが、町の面積からみると実は多い部類
に入る。未指定の物にも良いものはあるので、そういったものもアピールしたい。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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9 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 島の山古墳史跡公園化事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 魅力ある歴史環境の未来への継承 係 名 生涯学習係

事業の目的

　川西町に所在する県内有数の古墳である島の山古墳を史跡公園化する。

事業の内容

　川西町に所在する県内有数の古墳である島の山古墳を史跡公園化する。その目的を
遂行するために、整備構想をまとめ、具体的な整備をどのように行っていくかを協議す
る。またそれらの構想を具現化するための資料集めとして平成２０年度まで発掘調査を
遂行してきた。

事業の対象 国史跡島の山古墳

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 7,630 4,779 14,945 

内一般財源 （千円） 2,693 1,673 7,725 

補助金 （千円） 4,937 3,106 7,220 

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 7,630 4,779 14,945 

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

事業実施個所 （箇所） 1 1 1

整備実施面積 （㎡） 0 0 300

調査委員会開催 （回） 1 1 1

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

令和5年度は整備工事車両が入るための仮設橋の設計を行った。橋の重量に考慮しつ
つ、地下遺構の損傷の無い重量の設計が出来上がった。

学識経験者
意 見

　地道に少しずつ進んでいるように感じる。継続して取り組みを進めてほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　国庫補助金の採択額によって、当該年度の事業規模が変わってしまうという側面があ
り、必ずしも当初計画通りとはいかない面がある。

施策等への
反 映 方 針

　国庫補助金の採択額を鑑みながら事業を遂行していく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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10 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 二十歳のつどい 施 設 名 文化会館

総合計画の政策目標名 まちづくり活動の促進 係 名 生涯学習係

事業の目的

２０歳の門出を祝い、式典を通じて新成人としての自覚と認識を促す。

事業の内容

　町在住の新成人及び町出身の希望者を対象に成人式を開催し、来賓及び恩師を交
えて20歳の門出を祝う。　また、式典を通じて新成人としての自覚と認識を促すととも
に、相互の交流を通じて町における将来の地域コミュニティの推進を図る。
　式典後に記念写真を撮り、交流会などを行う。

事業の対象 新成人

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 178 163 212

内一般財源 （千円） 178 163 212

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 178 163 212

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

成人対象人数 （人） 75 83 83

参加人数 （人） 51 67 66

 参加率 （％） 68% 80% 80%

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　式典後に開催した実行委員主体の2部でビンゴ大会を実施。その中の記念品として町
事業者生産の苺を選択。実行委員も最後まで積極的に事業に参加し、例年よりも参加
数が大幅に増え、盛り上がりのある良い式典であった。しかしながら、式典の予定時間
の超過や、式典当日の不明確な役割分担や、2部の内容の精査不足など、課題が残る
部分があった。来年度は改善し、より良い式典を実施する。

学識経験者
意 見

　どのような計画でも課題が残るのは当たり前であり、それを糧にしてより良いものにして
いってほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　青少年の健やかな成長を祝い、二十歳の門出を励ます式であり、式に参加すること
で、生まれ育った地域のつながりや特色を再認識してもらう重要な場として、今後も継
続する必要がある。

施策等への
反 映 方 針

　現状のまま維持し、新二十歳の積極的な参加を促していく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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11 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 子育て支援事業（家庭教育学級） 施 設 名

総合計画の政策目標名 多様な学習機会・情報の提供 係 名 生涯学習係

事業の目的

　親が持つ“子育て力”を引き出し、親が自信を持って子育てができるように、また親が
親として育つことができるように支援する。

事業の内容

　園児・児童・生徒がいる保護者に対して、家庭における教育に関する講演等を行い、
子どもの健全育成を図る。

事業の対象 園児・児童・生徒の保護者

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 0 0 59

内一般財源 （千円） 0 0 59

補助金 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 241 0 59

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

参加者 （人） 60 62 60

交流イベント延べ350 交流イベント延べ350 交流イベント延べ350

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　これまでの「子育て応援隊かわにしWAKUWAKU+1」の活動が評価され、令和5年度
の「家庭教育支援チーム」に関する活動推進で文部科学大臣表彰を受けました。
12/2に川西小学校において連合PTAと小学校共催で和歌山大学教育学部藤田直子
氏による読書活動に関する教育講演会を行いました。

学識経験者
意 見

　他市町村から引っ越してきた人から子育て支援が充実しているという声を聞く。継続し
て取り組んでほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　スマイルフェスタは親子で気軽に参加することができ親子の時間や子育て世代の交
流ができることで子育て支援ができている。

施策等への
反 映 方 針

　今後も親子の時間や子育て世代が交流できる場を提供していく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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12 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教 社 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 成人講座事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 係 名 生涯学習係

事業の目的

　社会情勢の変動や複雑化に対応した一般教養、近年問題とされている社会問題等を
学ぶことにより、住民相互で助けあっていける地域づくりをめざす。

事業の内容

　「生涯学習振興指針」及び「教育要覧」において重点施策の一つに据えられている
　「男女共同参画の視点に立った学習機会の提供」を踏まえ、男女共同参画講座を実
施する。

事業の対象 一般町民

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 0 52 64

内一般財源 （千円） 0 52 64

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 0 52 64

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

年間参加者 （人） 5 26 50

のべ参加者 （人） 34 34 50

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　告知が足りなかったこともあり、参加者数に低迷が見られた。内容について吟味して継
続していきたい。

学識経験者
意 見

　開催日は、平日が良いのか、休日が良いのか難しいところがあると思う。住民の方の
ニーズを捉えて取り組んでほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

告知が十分にいきわたらなかった面は否めないので、告知部分について多方面にわ
たって行っていく。

施策等への
反 映 方 針

　休日開催については見込める集客数を平日開催と比較しつつ検討していく。題材に
ついても町民が興味が持てそうな題材を考える。

総合評価
（判定） Ｃ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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令和5年度事務事業評価対象事業

社会教育課（体育館）

番 号 事 業 名

教社体　5-1　号 スポーツ協会運営事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する

教社体　5-2　号 スポーツ少年団事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する
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1 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社体 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 スポーツ協会運営事業 施 設 名 中央体育館　他

総合計画の政策目標名 生涯スポーツの推進 係 名 社会体育係

事業の目的

　歩こう会・球技大会等を通じて、町民の健康増進やふれあいを大切にしながら、運動
に対する認識を高める。

事業の内容

　町民に対する生涯スポーツの振興を図るため、体育協会の運営がスムーズに進行す
るよう、費用の一部を補助する。

事業の対象 町民

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 1,000 1,000 1,000 

内一般財源 （千円） 1,000 1,000 1,000 

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 800 1,000 

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

クラブ数 （クラブ） 8 8 8

人数 （人） 202 195 200

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　誰でも簡単にできる軽スポーツとして、フーバ大会を年２回実施。参加者の減少が見
られ、今後の課題として、小学生から高齢者まで多くの町民が参加できる種目を考え
る。９月には、町民運動会をNPO法人川西スポーツクラブとの共催で実施。歩こう会（ぶ
ら～り散策）についても、神戸方面で実施し３５名の参加者。冬の時期には、スキー・スノ
ボ教室を実施２５名。

学識経験者
意 見

　参加者が減少してきていることは課題である。過去、スキー、スノボー教室は非常に参
加者が多かったと思うが、人数が減ってきているのであれば原因をしっかりと調査し、継
続して取り組んでほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　軽スポーツ（フーバ大会）やスキー・スノボ教室については、多くの住民が参加できる
内容等を、町スポーツ推進委員や関係団体と検討していく。

施策等への
反 映 方 針

　多くの町民が参加でき、健康増進につながるイベントを計画していく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了

50



2 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社体 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 スポーツ少年団事業 施 設 名

総合計画の政策目標名 生涯スポーツの推進 係 名 社会体育係

事業の目的

　スポーツを通じて子どもたちの心身の鍛錬に励み、青少年健全育成を図る。

事業の内容

　川西町スポーツ少年団・川西ＦＣ〔サッカー〕川西フェニックス〔野球〕No．１キッズ〔総
合スポーツ〕の３つの団体に補助金を交付し、青少年健全育成を図る。

事業の対象 スポーツ少年団

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 150 150 150

内一般財源 （千円） 150 150 150

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 150 150

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

川西フェニックス （人） 13 13 13

川西ＦＣ （人） 37 49 49

No.1キッズ （人） 29 30 30

計 79 92 92

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

活動内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
川西FC（少年サッカー）：毎週土・日曜日　午前９時から正午　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
川西フェニックス（少年野球：毎週日曜日　午後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
No.1キッズ：毎週土曜日　午前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
体力測定会＆交流会を年１回実施：令和６年３月９日実施　参加者３１名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学識経験者
意 見

　川西FCは人数が増えているが、他は前年度と比較して横ばいである。いろんな方面
からの検証を行い、事業の発展につなげてほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　子どもに関係するイベント等において、部員募集のPRや体験教室の開催などを実施
し、会員増加につなげていく。

施策等への
反 映 方 針

　指導者についても、日本スポーツ協会指導者資格を進めていき、指導者の育成にも
努め、今後もスポーツ少年団を支援していく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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令和5年度事務事業評価対象事業

社会教育課（図書館）

番 号 事 業 名

教社図　5-1　号 図書館業務

判定及び事業の方向性 A　さらに重点化する

教社図　5-2　号 おはなし会

判定及び事業の方向性 B　さらに重点化する

教社図　5-3　号 おはなしボランティア養成講座

判定及び事業の方向性 B　さらに重点化する
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1 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社図 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 図書館業務 施 設 名 図書館

総合計画の政策目標名 生涯学習拠点の充実 係 名

事業の目的

　住民が必要とする情報を提供し、利用者を一人でも多く増やすため、住民の知る権利
を保障し、生涯学習拠点としての充実を図る。

事業の内容

　住民が親しみやすく、利用したくなるような生涯学習拠点とするため、暮らしに役立
ち、こころを豊かにする資料や調べ物に役立つ資料、更には郷土資料を収集し、常に
新しい発見があるような場にする。

事業の対象 川西町民及び在勤・在学者

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　　 （千円） 12,196 10,475 15,281 

内一般財源 （千円）

内　図書費 （千円） 3,575 3,595 3,595 

開館日数 （日） 271 262 266 

総コスト （千円） 12,196 10,475 15,281 

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

利用者数 （人） 8,267 8,656 8,950 

新規登録者 （人） 52 85 90 

貸出総数 （冊） 37,538 38,010 38,500 

登録者数 （人） 8,397 8,483 8,550 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　多くの町民に利用されるよう、各種お知らせ、『広報川西』で新着図書の紹介および図
書館行事のPRや活動報告など周知に努めている。さらに月替わりの展示のほか、特別
展示「科学道傑作選」や工作教室、除籍資料配布会等を実施した。児童に対しては、
図書館バッグ配布、ブックガイド配布、夏休み読書企画‘本で世界を旅しよう！’ 等を実
施。R4年度に好評だった『絵本「からすのパンやさん」のパンづくりとおはなし会』を引き
続き開催し、絵本に登場するパンを小学生（3～6年生）で実際に作り、パンが出てくる
絵本の読み聞かせも行った。小学校へは学級文庫貸出(545冊)のほか、訪問おはなし
会（ともに全学年対象）を実施した。幼稚園に対しては、園児が来館しての団体貸出に
加え、毎月の訪問おはなし会を開始。また川西こども園と成和保育園との連携を新たに
開始し、園児が来館しての団体貸出およびおはなし会を実施した。さらに保健センター
との連携事業として「ブックスタート」を開始。4･5ヵ月児、1歳6ヵ月児、3歳6ヵ月児とその
保護者を対象に、それぞれ絵本3冊の中から1冊を選び、後日親子で図書館に来館し
てもらって手渡している。今後も関連施設との連携をさらに強化して、児童並びに親子
の来館利用が増えるよう、重点的に力を入れていく。全体の傾向としては、インターネッ
ト及び電子書籍等の普及による社会情勢やライフスタイルの変化などにより、貸出総数
は横ばいとなっている。

学識経験者
意 見

　図書館に賑わいがあるまちは良いと思う。
　児童書は非常に多いと思う。子どもにはタブレットではなく、紙の本を手に取って読む
ことが大事だと思う。タブレットでは、テレビのように読み飛ばしてしまっているのはない
かと思う。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　子どもと保護者の来館を促すような様々な事業を実施し、来館利用の増加につながる
よう取り組んでいる。しかし共働き世帯が増加していることに加え、スマートフォンやイン
ターネットを活用する若～中年層以下の世代の読書離れが顕著（2024年の文化庁の調
査では、1ヵ月に1冊も本を読まない人が62.6％。前回2019年の調査より15%余り増）な社
会情勢も関係し、利用数が伸び悩んでいる。各関係機関･団体と協力しながら、読書に
つながるような企画や取り組みについてさらに検討していく。

施策等への
反 映 方 針

　広報やPRについて、対象に直接伝わるよう情報発信していく。例えば小学生が対象
なら、「すぐーる」での配信や学校図書室へのポスター掲示などを、関係機関に依頼す
る。また、実施中の企画展示や実施予定の行事案内（募集）のほか、実施済の行事に
ついても活動内容を図書館1階および2階の入口前でパネル展示したり、町のFacebook
で紹介したりなど、様々な事業に取り組んでいることを積極的に紹介していく。

総合評価
（判定） Ａ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了

55



2 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社図 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 おはなし会 施 設 名 図書館

総合計画の政策目標名 生涯学習の充実と推進 係 名

事業の目的

　2･3才・・・・・絵本を楽しむ基礎づくりと生涯における読書習慣の素地づくりをする。
　4才以上・・・“おはなし”は、耳からの読書といわれ、読書習慣の素地を培う最も
                   有効な手段であり、子どもを楽しみから本の世界へ誘うものである。
　親子・・・・普段は子どもだけのおはなし会に親子で参加し、一緒におはなしの世界を楽しむ。

事業の内容

　“2・3才のえほんのへや”や“おはなし会”は、子どもの理解度に合わせた内容で行っ
ている。
　●2･3才・・・・・・・・・・人と人とのコミュニケーションの基礎をつくるこの時期に、
　　　　　　　　　　　 　 わらべうたや絵本を親子で楽しみ、ふれあう機会を設ける。
　●4才～1年生・・・・・世界中の昔話や創作のおはなしを語り、絵本の読み聞かせを
　　　　　　　　　　 　　行う。
　●2年生以上・・・・・・世界中の昔話や創作のおはなしを語り、その本を紹介し
　　　　　　　　　　　　 読書につなげる。
　●親子・・・・・・・・・・・4歳以上の子どもとその保護者を対象に、親子で一緒に
　　　　　　　　　　　　 おはなしを楽しむ機会を設ける。年1回実施。

事業の対象 2･3才児とその保護者、4才から中学生まで、親子（4歳以上の子どもとその保護者）

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 19 49 58

内一般財源 （千円）

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 19 49 58

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

参加人数 (延べ数) 171 157 176 

開催回数 (回) 34 34 34 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　文学を愉しむ素地を作るには、耳から“おはなし”を聞いて楽しむことが欠かせない。
そのため、子どもと本を結びつける“読み聞かせ”や“おはなし会”を催し、本に親しむ子
どもを増やすよう努めている。
　R5年度から、新たに川西こども園や成和保育園との連携を開始し、園児（4・5歳児）が
来館してのおはなし会を実施した。また幼稚園へは、学年別に毎月の訪問おはなし会
も開始した。小学校への訪問おはなし会（全学年全クラス対象）には、おはなしボラン
ティア計5名も帯同して、幅広いジャンルのおはなしを子どもたちに語った。図書館での
えほんのへや・おはなし会については、参加人数に若干の減少が見られるものの、参加
後には紹介した本を借りていく子どもが増えた。

学識経験者
意 見

　子どもに耳から聞いて読書につなげていく取り組みは、とても大事なことである。ぜひ、
継続してほしい。事業の取り組みとして、素晴らしいと思う。
　このころの子どもの持っている能力や感受性は一生のうちで最も素晴らしい時期であ
り、どんなことでも吸収できる時期であるため、さらに重点化して取り組んでほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　R5年度から川西こども園や成和保育園との連携を開始して以来、両園の園児とその
保護者の来館利用が増えつつある。また、図書館のおはなし会にも参加してくれるよう
になってきている。

施策等への
反 映 方 針

　4･5歳児のほか2･3歳児に対しても交流の機会をさらに設け、きめ細やかな取り組み
で、絵本やおはなしに親しんでもらえるような機会をもっと提供していきたい。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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3 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社図 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 おはなしボランティア養成講座 施 設 名 図書館

総合計画の政策目標名 生涯学習の人材育成と活用 係 名

事業の目的

 子どもを楽しみから読書へ誘うためには、子どもたちがおはなしにふれる機会を増やす
ことが必要である。そのために、世界中の昔話や創作のおはなしを語る、語り手を養成
する。また、小さい子どもに、絵本の読み聞かせを行うためのボランティアも合わせて養
成する。

事業の内容

 語り手の資質を向上させるため、お互いに語り合う実習を通して、民族の文化遺産とも
いうべき、各国の多彩な昔話や創作の話を知り、豊かな文学性にふれる。それによっ
て、おはなしの語りの技術の習得をめざす。また、読み継がれている絵本を知り、選び
方、読み方、持ち方などを身につける。

事業の対象 原則として川西町民

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　①　　 （千円） 44 32 56

内一般財源 （千円）

内受益者負担 （千円）

人件費　②

総コスト①＋② （千円） 44 32 56

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

参加人数 (延べ数) 128 93 125

開催回数 (回) 12 8 14

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

  講座参加者のうち９名は、ボランティアグループ『川西おはなし会』に所属。R５年度は
図書館でのおはなし会および小学校への訪問おはなし会などで、のべ３８人が活動し
た。
　R５年度は、単発の「わらべうたと絵本」の講座を開催したため、「語り手養成講座」は
全5回、「大人のための絵本の読み聞かせ講座」は全3回となったが、多くの方の参加が
あった。語り手たちは講座に参加する他、県内の‘おはなしネットワーク’の集会や他市
の勉強会にも参加し、おはなしに対する理解と知識を深めている。また小学校への訪
問おはなし会などの前には、有志が集まっておはなしの自主練習会を行い、子どもたち
により完成度の高いおはなしを語れるよう努めている。

学識経験者
意 見

　若者がわらべ歌を知らないという時代になっている。ぜひ、取り組みを継続してほし
い。人数や開催回数が減少しているが、取り組んでいただいていることが伺えるので今
後も重点的に取り組んでほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　ストーリーテリングや絵本の読み聞かせのほか、「おはなし会」に必要な、様々なスキ
ルを身につけられる実践的な講座や研修会を通して、受講生およびボランティアが子ど
もたちの前で語れるようレベルアップを図り、「おはなし会」に参加できる機会を創出でき
るよう取り組んでいく。

施策等への
反 映 方 針

　コロナ禍以来途絶えている、近隣自治体の図書館児童サービス担当者やおはなしボ
ランティア団体との交流を再開する。合同のおはなし研修会を実施したり、取り組みや
活動内容についての幅広い情報交換等を行って、ボランティアの見識を広め、スキル
アップにつながるよう努める。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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令和5年度事務事業評価対象事業

社会教育課（子どもセンター）

番 号 事 業 名

教社子　5-1　号 地域ふれあい事業

判定及び事業の方向性 Ｂ　現状のまま継続する
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1 号

別紙 令和5年度

教育委員会事業評価報告書

事 業 No. 教社子 5 - 担 当 課 名 社会教育課

事 務 事 業 名 地域ふれあい事業 施 設 名 子どもセンター

総合計画の政策目標名 青少年健全育成 係 名

事業の目的

　小学生児童が異年齢との交流や地域間及び世代間との交流、さらに様々な体験活動
を通しての集団活動を進める中で、豊かな人間関係をつくり、情操・自尊感情を育て、
主体性の育成を目的とする。

事業の内容

　・　異年齢交流（紙粘土教室、おもしろ科学教室、料理教室）
　・　集団体験活動（高学年は野外活動、低学年は自然体験活動）
　・　世代間交流（餅つき大会）

事業の対象 川西町内及び二階堂小学校区の小学生

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度予算

事業費　　① （千円） 382 496 757 

内一般財源 （千円） 288 300 576 

参加負担金等 （千円） 120 196 181 

人件費　　② 26 47 42 

総コスト①+② （千円） 408 543 799 

名称 単位 令和4年度実績 令和5年度実績 令和6年度（予定）

募集人数 （人） 510 510 510 

応募人数 （人） 298 280 500 

参加人数 （人） 330 345 500 

妥当性(町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか)

有効性(施策や運営方法等目的の実現に寄与しているか)

経済・効率性(事務効率化、コスト縮減しているか)

目標達成度(計画通りに目標を達成できたか)

事業コスト

事業実績・成果
（指標）

事業の評価

 増加  横ばい  減少  かなり減少

 十分寄与する  概ね寄与する  余り寄与していない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない

 十分出来ている  出来ている  余り出来ていない  出来ていない
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Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

Ｄ 成果がほとんど上がっておらず、根本的な見直しが必要

判 定 説 明
及 び 考 察

　行事に対するマンネリ化傾向が出ている様に感じられるが、優れた取り組みがいくつ
もかあり、成果が上がっており継続して実施したい。

学識経験者
意 見

　マンネリとなっている部分は、見直しをしてほしい。これまでの取組内容を取捨選択
し、事業を継続していってほしい。

総 合 評 価
（ 考 察 ）

　町内及びすばる子どもセンターの対象児童を念頭に事業を行う場合、行事や駐車場
のスペースを考慮して実施しているため、両子どもセンターの合同行事の実施場所変
更については課題があると考えているため、まずは、各子どもセンター内での対応を検
討したい。

施策等への
反 映 方 針

　各センター普段の取り組み内容を再確認・再検討し実施できる行事について検討し
ていく。

総合評価
（判定） Ｂ

事 業 の
方 向 性

　さらに重点化する 　事業の縮小を検討する

　現状のまま継続する 　休止、廃止を検討する

　見直しのうえ継続する 　終了・完了
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